
(57)【要約】

【課題】ハンダリフロー法により基板へハンダ付けした

ホール素子が、基板の収縮応力を受けて座屈することを

防止する。

【解決手段】ガラスエポキシ基板3のホール素子ハンダ

付け用の四つのランド4の中央に円穴5を形成する。ハン

ダリフロー工程において基板が加熱されたときに穴の部

分は逃げとして働くことから、ランドのピッチ変化は低

減し、熱膨張係数の小さいホール素子1の電極端子2との

相対的なピッチ差も縮小する。又、基板自体のバネとし

ての定数が低下するので、ハンダ付け後に基板が収縮す

る際にホール素子にかかる収縮応力が低減し、ホール素

子の座屈度や変形度が低減する。

【選択図】　図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 に 設 け た 複 数 の ラ ン ド へ ホ ー ル 素 子 を ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ り ハ ン ダ 付 け す る ホ ー
ル 素 子 の 搭 載 方 法 に お い て 、 基 板 の ホ ー ル 素 子 搭 載 位 置 に 穴 を 形 成 し 、 基 板 加 熱 時 に お け
る ラ ン ド ピ ッ チ の 変 動 を 抑 制 し 、 ホ ー ル 素 子 に 掛 か る 応 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る ホ
ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 基 板 の 複 数 の ラ ン ド で 囲 ま れ た 領 域 の 中 央 に 穴 を 形 成 し て 、 ホ ー ル 素 子 を 搭 載 す る
請 求 項 １ 記 載 の ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 基 板 の 隣 り 合 う ラ ン ド の 間 に そ れ ぞ れ 穴 を 形 成 し て 、 ホ ー ル 素 子 を 搭 載 す る 請 求 項
１ 記 載 の ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 性 能 の 安 定 化 を 図 っ た
ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ロ ー タ の 回 転 数 や 回 転 角 度 の 検 出 や 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス の 操 作 量 検 出 の 手 段 と し
て 、 ホ ー ル 素 子 或 い は ホ ー ル 素 子 に 加 え て 増 幅 器 な ど を 一 体 化 し た ホ ー ル ICが 広 く 一 般 に
用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ な ど ） 。 ホ ー ル 素 子 は 、 リ ー ド 線 を 備
え た も の の ほ か に 、 樹 脂 や セ ラ ミ ッ ク の パ ッ ケ ー ジ に 封 入 さ れ 、 パ ッ ケ ー ジ か ら 端 子 ピ ン
が 突 出 し て い る SIP型 や DIP型 の も の や 、 ピ ン レ ス の チ ッ プ 型 の も の が あ り 、 こ れ ら の リ ー
ド レ ス 型 パ ッ ケ ー ジ 部 品 は ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ っ て 基 板 上 に 実 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の リ ー ド レ ス 型 ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 図 8に 示 す 。 尚 、 こ こ で は ホ ー ル 素 子 と ホ
ー ル ICの 両 方 を ホ ー ル 素 子 と 総 称 す る こ と と す る 。 1は チ ッ プ 型 の ホ ー ル 素 子 で あ り 、 パ
ッ ケ ー ジ の 底 面 の 四 隅 に そ れ ぞ れ 電 極 端 子 2が 配 置 さ れ て い る 。 ホ ー ル 素 子 1を 搭 載 す る ガ
ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3に は 、 ホ ー ル 素 子 1の 四 つ の 電 極 端 子 2に 対 応 す る 四 つ の ラ ン ド 4が 設 け
ら れ て お り 、 ホ ー ル 素 子 1の 電 極 端 子 2を ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3の ラ ン ド 4に 載 せ た 状 態 で ハ
ン ダ リ フ ロ ー 装 置 に か け て ホ ー ル 素 子 1の 電 極 端 子 2と ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3の ラ ン ド 4を ハ
ン ダ 付 け す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の と き 、 ハ ン ダ リ フ ロ ー 装 置 内 で ホ ー ル 素 子 と ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 が ハ ン ダ 共 晶 温 度
以 上 に 加 熱 さ れ 、 ハ ン ダ Sが 溶 融 し た 後 に 放 熱 冷 却 さ れ て ホ ー ル 素 子 と 基 板 が ハ ン ダ 付 け
さ れ る 。 し か し 、 ホ ー ル 素 子 と ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 の 膨 張 係 数 は 異 な っ て い て 、 ガ ラ ス エ
ポ キ シ 基 板 の 膨 張 係 数 の ほ う が 大 き い こ と か ら 、 図 9（ a） に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 膨 張 し た
状 態 で ハ ン ダ 付 け さ れ た 後 の 収 縮 率 が 異 な り 、 ホ ー ル 素 子 1よ り も 大 き く 収 縮 す る ガ ラ ス
エ ポ キ シ 基 板 3の 収 縮 応 力 に よ り 、 放 熱 後 は 図 9（ b） に 示 す よ う に ホ ー ル 素 子 1が 座 屈 或 い
は 圧 縮 変 形 し て 固 定 さ れ る こ と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ホ ー ル 素 子 に ピ エ ゾ 効 果 に よ る 抵 抗 値 の 増 加 が 生 じ 、 ブ リ ッ ジ 抵 抗 が 不 整
合 と な っ て 出 力 に 異 常 を き た す こ と が あ る 。 ま た 、 ハ ン ダ 付 け 後 か ら 時 間 が 経 過 す る と と
も に 、 引 張 り 応 力 が か か っ て い る ハ ン ダ Sが ク リ ー プ 変 形 し て 、 図 9（ c） に 示 す よ う に ガ
ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3と ホ ー ル 素 子 1も 徐 々 に 原 型 に 復 帰 す る 傾 向 を も ち 、 ホ ー ル 素 子 1に 作
用 し て い る ピ エ ゾ 効 果 が 低 減 し 、 内 部 の 抵 抗 値 が 減 少 し て 初 期 値 に 近 づ き 、 基 板 の バ ネ 力
が ハ ン ダ の 弾 性 応 力 域 に ま で 減 る と ク リ ー プ は 止 ま る 。 つ ま り 、 ホ ー ル 素 子 の 入 力 ／ 出 力
特 性 が 時 間 と と も に 変 化 す る と い う 不 都 合 が 生 じ る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-190055号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 11-175248号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ る ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 は 、 ホ ー ル 素 子 の 変 形 や 座 屈 に よ る 内 部
抵 抗 値 の 増 加 を も た ら し て 、 電 磁 変 換 性 能 が 悪 化 す る こ と が あ る 。 特 に 、 近 年 は 環 境 負 荷
を 低 減 す る た め に 機 器 の 無 鉛 化 （ 鉛 フ リ ー 化 ） が 要 求 さ れ て お り 、 比 較 的 共 晶 温 度 が 高 い
鉛 フ リ ー ハ ン ダ を 使 用 す る 場 合 は 、 リ フ ロ ー 工 程 に お け る 温 度 が よ り 高 温 化 し て 、 基 板 の
熱 膨 張 量 も 大 き く な り 、 上 述 し た 問 題 が 顕 在 化 す る こ と が 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 ホ ー ル 素 子 を 基 盤 へ ハ ン ダ 付 け す る 場 合 に お い て 、 ホ ー ル 素 子 に か か る 応 力 を
低 減 し て 、 内 部 抵 抗 の 不 整 合 に よ る 出 力 異 常 、 及 び 入 力 ／ 出 力 特 性 の 経 時 変 化 を 解 消 す る
た め に 解 決 す べ き 技 術 的 課 題 が 生 じ て く る の で あ り 、 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 す る も の で あ り 、 基 板 に 設 け た 複 数 の ラ ン
ド へ ホ ー ル 素 子 を ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ り ハ ン ダ 付 け す る ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 に お い て
、 基 板 の ホ ー ル 素 子 搭 載 位 置 に 穴 を 形 成 し 、 基 板 加 熱 時 に お け る ラ ン ド ピ ッ チ の 変 動 を 抑
制 し 、 ホ ー ル 素 子 に 掛 か る 応 力 を 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 提 供
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 基 板 の 複 数 の ラ ン ド で 囲 ま れ る 領 域 の 中 央 に 穴 を 形 成 し て 、 ホ ー ル 素 子 を 搭
載 す る ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 基 板 の 隣 り 合 う ラ ン ド の 間 に そ れ ぞ れ 穴 を 形 成 し て 、 ホ ー ル 素 子 を 搭 載 す る
ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 構 成 で は 、 ハ ン ダ リ フ ロ ー 工 程 に お い て 基 板 が 加 熱 さ れ た と き に 穴 の 部 分 は 逃 げ
と し て 働 く こ と か ら 、 ラ ン ド の ピ ッ チ 変 化 は 低 減 し 、 熱 膨 張 係 数 の 小 さ い ホ ー ル 素 子 の 端
子 と の 相 対 的 な ピ ッ チ 差 も 縮 小 す る こ と に な る 。 又 、 基 板 自 体 の バ ネ と し て の 定 数 が 低 下
す る の で 、 ハ ン ダ 付 け 後 に 基 板 が 収 縮 す る 際 に ホ ー ル 素 子 に か か る 収 縮 応 力 が 低 減 し 、 ホ
ー ル 素 子 の 座 屈 度 や 変 形 度 が 低 減 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 ホ ー ル 素 子 が 搭 載 さ れ る 基 板 の 複 数 の ラ ン ド 間 に 穴 を 設 け る こ と に よ り 、
ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ る ハ ン ダ 付 け の 際 の 基 板 膨 張 量 を 抑 制 し 、 基 板 と ホ ー ル 素 子 の 熱 膨
張 係 数 の 相 違 に よ る ハ ン ダ 付 け 後 の ホ ー ル 素 子 の 座 屈 や 変 形 を 低 減 し た 。 こ れ に よ り ハ ン
ダ 付 け 後 の ホ ー ル 素 子 の 出 力 異 常 や 入 力 ／ 出 力 特 性 の 経 時 変 化 を 低 減 で き 、 電 気 的 性 能 が
安 定 化 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 基 板 の ホ ー ル 素 子 搭 載 位 置 に 穴 を 設 け て 、 ハ ン ダ 付 け の 際 の 加 熱 に よ り 基
板 の ラ ン ド ピ ッ チ が 変 動 す る こ と を 抑 制 す る こ と に よ り 、 ハ ン ダ 付 け 後 の 基 板 の 収 縮 に よ
り ホ ー ル 素 子 に 加 わ る 応 力 を 可 及 的 に 軽 減 し て 、 ホ ー ル 素 子 の 変 形 や 電 気 特 性 の 経 時 変 化
を 防 止 す る 目 的 を 達 成 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 1に お い て 、 1は チ ッ プ 型 の ホ ー ル 素 子 、 3は ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 で あ る 。 ホ ー ル 素 子
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の パ ッ ケ ー ジ の 底 面 四 隅 に は そ れ ぞ れ 電 極 端 子 2が 配 置 さ れ て お り 、 ホ ー ル 素 子 1を 搭 載 す
る ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3に は 、 ホ ー ル 素 子 1の 四 つ の 電 極 端 子 2に 対 応 す る 四 つ の ラ ン ド 4が
設 け ら れ て い る 。 ホ ー ル 素 子 1は 、 電 極 端 子 2を ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3の ラ ン ド 4に 位 置 合 わ
せ し て ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3に 載 せ ら れ 、 ハ ン ダ リ フ ロ ー 装 置 に か け て 電 極 端 子 2と ガ ラ ス
エ ポ キ シ 基 板 3の ラ ン ド 4を ハ ン ダ 付 け す る の で あ る が 、 本 発 明 の 要 旨 は 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ
基 板 3に 設 け ら れ て い る 四 つ の ラ ン ド 4の 間 に 穴 を 形 成 し て い る こ と に あ り 、 こ こ で は 、 四
つ の ラ ン ド 4の 中 央 に 円 穴 5を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 つ ま り 、 ホ ー ル 素 子 1を 搭 載 す る 領 域 に 円 穴 5を 設 け た こ と に よ り 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板
3が 加 熱 さ れ て 膨 張 す る と き に 円 穴 5の 部 分 は 逃 げ と し て 働 き 、 四 つ の ラ ン ド 4の ピ ッ チ 変
化 は 穴 の 無 い 場 合 に 比 し て 低 減 す る 。 ホ ー ル 素 子 1の パ ッ ケ ー ジ の 熱 膨 張 係 数 は 小 さ い の
で 、 図 2（ a） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3の ラ ン ド 4に ホ ー ル 素 子 1を 載 せ て ハ ン
ダ リ フ ロ ー 装 置 に か け て 加 熱 し た と き に 、 ホ ー ル 素 子 1の 電 極 端 子 2の ピ ッ チ と ガ ラ ス エ ポ
キ シ 基 板 3の ラ ン ド 4の ピ ッ チ 差 不 整 合 は 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 ハ ン ダ リ フ ロ ー 工 程 が 終 了 し て 温 度 が 低 下 し 、 図 2（ b） に 示 す よ う に ガ ラ
ス エ ポ キ シ 基 板 3と ホ ー ル 素 子 1が 収 縮 し た と き に も 、 ホ ー ル 素 子 1の 電 極 端 子 間 ピ ッ チ と
ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3の 不 整 合 は 低 減 す る の で 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 3か ら の ホ ー ル 素 子 1
へ の 応 力 は 減 り 、 ホ ー ル 素 子 1の 圧 縮 変 形 及 び 座 屈 が 抑 制 さ れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 板 に 設 け る 穴 の 形 状 は 、 実 施 例 １ の 円 穴 に 限 ら ず 、 基 板 加 熱 時 に ラ ン ド ピ ッ チ の 膨 張
を 軽 減 す る と い う 目 的 を 達 成 で き る も の で あ れ ば よ く 、 図 3の よ う に 方 形 の 穴 6を 対 角 線 方
向 に 向 け て 配 置 し て も よ く 、 図 4の よ う に 十 字 型 の 穴 7で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 基 板 の ホ ー ル 素 子 搭 載 位 置 の 中 央 に 穴 を 配 置 す る も の に 代 え て 、 図 5に 示 す よ う
に 、 隣 り 合 う ラ ン ド 4の 間 に そ れ ぞ れ 円 穴 8を 配 置 し て も よ く 、 図 6に 示 す よ う に 隣 り 合 う
ラ ン ド 4の 間 に そ れ ぞ れ 長 穴 9を 配 置 し て も よ い 。
ま た 、 図 1乃 至 図 4の 中 央 配 置 の 構 成 に 図 ５ 乃 至 図 ６ の ラ ン ド 間 配 置 の 構 成 を 加 え て 、 図 7
に 示 す よ う に 、 四 つ の ラ ン ド の 中 央 と 、 隣 り 合 う ラ ン ド の 間 に そ れ ぞ れ 円 穴 5, 8や 角 穴 を
配 置 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 基 板 と し て ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 を 用 い た 例 を
述 べ た が 、 紙 フ ェ ノ ー ル 基 板 や 鉄 基 板 な ど 他 種 の 基 板 で あ っ て も 本 発 明 を 適 用 で き 、 基 板
の 材 質 は 問 わ な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 こ の 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 す る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 技 術 的 範 囲 内 に お
い て 種 々 の 改 変 が 可 能 で あ り 、 こ の 発 明 が そ れ ら の 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 示 し 、 （ a） は 平 面 解 説 図 、 （ b） は 縦 断 面 解 説
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 示 し 、 （ a） は ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ る 熱 膨 張
作 用 の 解 説 図 、 （ b） は 収 縮 作 用 の 解 説 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 基 板 の 穴 形 状 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 基 板 の 穴 形 状 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ５ 】 基 板 の 穴 形 状 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ６ 】 基 板 の 穴 形 状 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ７ 】 基 板 の 穴 形 状 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 示 し 、 （ a） は 平 面 解 説 図 、 （ b） は 縦 断 面 解 説 図
で あ る 。
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【 図 ９ 】 従 来 の ホ ー ル 素 子 の 搭 載 方 法 を 示 し 、 （ a） は ハ ン ダ リ フ ロ ー 法 に よ る 熱 膨 張 作
用 の 解 説 図 、 （ b） は 収 縮 作 用 の 解 説 図 、 （ c） は 収 縮 の 経 時 変 化 の 解 説 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
       1      ホ ー ル 素 子
       2      電 極 端 子
       3      ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板
       4      ラ ン ド
       5      円 穴
       6      方 形 の 穴
       7      十 字 型 の 穴
       8      円 穴
       9      長 穴
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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